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である R波を検出し，i番目の R波検出時間を t(i) [sec]とする
と，RRI(R-R Interval)を T として式 (1)で求められる．
Ti = t(i)− t(i− 1) (i = 2, 3, ..., n) (1)














性 1 名 21.9 ± 0.98 歳）に対して実験を行った．実験の流れを
図 1: 実験環境










図 3に示す．図 3より，いずれも水摂取時の場合と他の 2群を
比較すると水摂取時の方が眠気が高いことがわかる．さらに多
重比較検定を行うと HF および車両速度では水と他 2 群が，瞳
孔径では各群が他 2群と有意に異なるという結果が得られた．
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